
出典：東京大学五神教授作成資料

図５ 教員及び研究員の在職状況（東京大学の例）

○ 平成18年時点と比較すると、平成24年は任期付き若手教員・研究員数が増加しているが、任期なしの若手教
員・研究員数は減少している。
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図６ 研究大学における任期付教員の雇用財源調査（速報版）

○ 任期無しの教員が減少する一方、任期付きの教員は増加している。
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図７ 研究大学における任期付教員の雇用財源調査（速報版）

○ 若手の任期付きポストが増加する一方、若手の任期無しポストは減少している。
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図８ テニュアトラック制について

9

・公募を実施するなど公正で透明性の高い選抜方法により、一定の任期を付して雇用し、任期終了前に公正で透
明性の高いテニュア審査が設けられている人事制度。

・第３期・第４期科学技術基本計画に基づき、若手研究者の自立した研究環境の整備を継続的に支援。

・テニュアトラック制度を導入している機関は着実に増加するともに、自然科学系のテニュアトラック教員の新規採用は
年々増加（H22：106人→H25：209人）するなど一定の成果。一方、第４期科学技術基本計画の目標値
（３割）には達していない。
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※ テニュアトラック制のイメージ

導入済の大学数 うち自主的取組

総数【１２８】 ７０（５４．７％） ４３（３３．６％）

うち国立大学【６３】 ５２（８２．５％） ２８（４４．４％）

図１ 研究論文数が10年間で1,000本以上の国公私立大学（128校）
におけるテニュアトラック制の導入状況

図２ 事業支援機関（57機関）の自然科学系新規採用教員の雇用形態状況
（任期なし教員とテニュアトラック教員の割合）
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出典： 文部科学省 平成27年度文部科学省 予算（案）発表資料を基に、
内閣府作成



事業支援機関における自然科学系新規採用教員の雇用形態状況（経年変化）

出典：文部科学省作成

※ 実施機関57機関を対
象とし、当該年度に新
規採用された自然科学
系の若手教員（39歳以
下）数を調査し、任期
の定め無しで採用され
た者とテニュアトラッ
ク教員として採用され
た者の割合を算出
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図９ テニュアトラック制の普及状況
○ 新規採用教員数（自然科学系）に占めるテニュアトラック教員数の割合は、新規採用の約６％（任期無し若
手教員の新規採用に占める割合は20％）にとどまる。
○ 中規模大学では、テニュアトラック制度の定着は比較的進んでいるが、大規模大学での定着は進んでいない。
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